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生体磁場イメージングは疾患診断への応用が期待されている[1]. ダイヤモンド NVセンタを

用いた磁場センサは高い空間分解能を持ち固体で室温動作可能なことから注目を集めており、

現在では 15pT Hz1/2[2]の感度で神経電位由来の磁場計測に成功している。本研究では小動物の

生体磁場イメージングのために小型磁気シールドボックスに収まるコンパクトな計測システ

ムを構築し、銅線に心臓の活動を模擬した電流が作る磁場のイメージングを行った。  

計測系は上下二段で構成されている。下段はミラーや波長板などの光学系で構成されてい

る。上段はダイヤモンド、XYステージ、フォトダイオードで構成されている。計測系のサイ

ズは 45 x 45 x 70cm3以下となった。温度変動を補償するため、ＮＶセンタのペアの共振周波数

の両方を利用して、変調周波数の異なるマイクロ波を同時にダイヤモンドに照射し、ダイヤ

モンドからの蛍光をロックインアンプでそれぞれの変調周波数で復調した。 

銅線に流れる電流から発生した約 1nTの磁場を、10mm四方を 11x11の 121ピクセルの分解

能でイメージングを行った結果を Fig. 1に示す。温度補償を行ったため 1時間を超える測定で

も安定して測定が行えた。 
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Fig1. Magnetic field image induced by the current in  Cu wire. 
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